
説

話

本

邦

家

業

ノ

今

昔

石

ノ

成

章

人
数
は
石
器
時
代
に
於
て
は
.
熔
石
や
鵜
輝
石
の
様
な
硯
い
袋
物
や
岩
石
で
'
種
々
の
武
器
や
其
他
の
操
典
を
作

っ
た
も
の
で
あ
る
が
p
其
後
山
か
ら
歯
石
を
得
て
'
之
を
琴
光
L
t
銭
や
膏
銅
の
如
き
金
属
を
得
て
'
是
を
武
器
や

其
他
の
器
具
に
利
用
す
る
様
に
為
っ
た
､
鬼
が
即
ち
鮎
業
の
鹿
原
で
あ
っ
て
､
我
邦
に
於
て
も
､
鞄
朱
に
住
ん
で
居

た
古
代
の
民
族
が
､
欧
に
銀
盤
か
ら
地
を
取
る
串
を
知
っ
て
居
っ
た
様
で
'
青
森
の
西
北
の
竪
穴
内
に
'
木
炭
だ
雲

母
銀
鱗
だ
が
凝
見
せ
ら
れ
た
｡

世
界
諾
閲
に
於
て
､

一
般
に
有
史
以
前
か
ら
銅
..
鎖
'
金
.
紛
う
錫
の
六
金
属
を
使
用
し
て
居
た
D
吠
及
の
シ
ナ

イ
牛
島
で
は
､
西
暦
紀
元
前
五
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
'
班
に
銅
や
膏
銅
を
冶
金
し
て
屠
っ
た
覇
が
'
儀
坑
等
の
遺
跡
か

ら
考
箭
せ
ら
れ
p
蝕
は
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
に
出
凍
た

ピ

ラ
ミ
ッ
ド
内
か
ら
､
機
器
の
断
片
が
磯
見
せ
ら
れ
'

バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
も
'
紀
l空
剛
四
五
〇
〇
年
頃
､
既
に
金
や
銅
を
感
に
使
用
し
て
居
た
戒
で
あ
る
｡
印
度
で
も
紀

元
前
六
.
屯
田
年
頃
既
に
盛
に
金
銀
銅
銭
錫
鉛
白
鎖
等
を
製
出
し
て
居
光
｡

金
光
明
挺
分
別
三
身
晶
に
.
人
願
欲
レ
得
〆
金
｡
遅
々
求
究
'
遊
軍

l金
鋸
I｡
即
便
砕
i
之
｡
琴

敢
締
着
1｡蛙
中
都

本
部
批
難
¢
今
晋

二
元

六

一
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節
十
蜂

須
三
助

コ
‥0

六
二

疎
｡
得
二情
浮
金
zf
J
あ
ら
て
p
常
時
の
冶
金
術
の

一
報
を
も
先
知
す
る
輩
が
出
来
る
.

.

降
-
て
希
膿
ー
確
馬
時
代
に
は
､
感
に
館
山
が
稼
行
せ
ら
れ
､
凝
馬
の
カ
で
ブ

I
r,,h
征
服
後
､
両
班
牙
の
リ
オ
チ

ン
ト
ク
焼
山
等
は
､
此
時
代
に
盛
な
-
の
で
あ
っ
た
f
中
座
縦
隔
盛
時
代
に
.

ア
ラ
ビ
ヤ
で
は
冶
金
の
研
究
が
感
に

行
は
れ
軟
羅
巴
で
は
､
銅
､
鋭
p
鈴
が
盛
に
稼
行
せ
ら
れ
.
第
十
三
世
紀
以
後
､
撃
嚢
の
綾
典
･,J
北
ハに
､
現
業
も
亦

面
目
を

一
新
し
.
十
五
世
紀
の
終
に
は
ア
メ
リ
カ
の
壁
兄
が
あ
っ
て
､
中
米
'
南
光
に
互
-
､
盛
に
金
銀
の
鋸
山
が

開
か
れ
た
｡
第
十
八
世
紀
の
後
車
に
は
蒸
汽
塘
閥
が
大
に
改
良
せ
ら
れ
､
蛾
の
需
要
が
急
に
増
加
し
､
其
よ
-
第
十

九
世
紀
に
入
-
て
'
蛾
道
や
機
械
の
急
速
な
る
発
達
の
み
な
ら
ず
'
譜
種
武
某
や
軍
艦
が
骨
激
で
造
ら
る
る
罫
だ
為

り
所
謂
戯
時
代
ビ
為
っ
て
'
織
や
石
毅
の
覇
業
は
賓
に
監
-
べ
き
敬
展
を
遼
げ
た
｡
金
鱗
の
育
化
異
煉
蝕

だの
'
ペ

ッ

セ

マ

I
や
'
シ
ー
メ
ソ
T(

マ
ル
チ
ン
の
製
鋼
法
等
唐
此
時
代
の
新
登
別
で
あ
る
､
第
二
十
世
紀
に
入
-
で
は
も

電
力
の
腰
用
が
愈
々
旺
盛
}J
馬
上

電
気
冶
金
も
及
各
金
法
が
日
ざ
ま
し
き
進
歩
を
蓬
げ
､
浮
選
蔭
､
磁
連
携
の
如

き
新
法
が
蹟
出
し
て
､
楳
鋭
の
み
な
ら
ず
､
遊
館
や
冶
金
の
上
に
も
､
愈
々
新
生
面
を
開
-
に
至
っ
た
｡

本
邦
で
は
'
和
代
既
に
伊
井
冊
尊
の
御
子
に
金
山
貴
命
が
あ
-
'
又
山
よ
り
焼
石
を
採
-
､
鍛
冶
し
て
鏡
を
造
ら

れ
た
託
宣
が
あ
る
か
ら
'
鋪
業
の
蔑
原
は
蕗
に
有
史
時
代
以
前
に
在
る
､
天
智
天
塗
七
年
(
西
暦
六
六
八
年
)
に
は
'

越
後
園
か
ら
石
油
や
渥
膏
土
を
朝
廷
に
献
じ
.
天
武
天
皇
二
年
(
西
暦
六
七
四
年
)
に
は
､
封
馬
図
か
ら
始
め
て
銀
を

[].E～

献
じ
た
'
文
武
天
皇
は
大
に
東
栄
を
奨
勘
せ
ら
れ
'
封
馬
閲
か
ら
金
'
因
幡
も
周
防
か
ら
銅
､
伊
線
図
か
ら

白

鏑

､

丹
波
園
か
ら
錫
を
献
じ
た
.
ソ
コ
デ
大
安
ビ
改
元
せ
ら
れ
'
大
賢
命
中
に
は
､
飴
業
に
関
す
る
櫨
規
が
初
め
て
設
け

ら
れ
た
-
元
明
天
象
慶
雲
五
年
(
酎
膚
七
〇
八
年
)
に
は
､
武
威
図
近
江
駒
等
か
ら
銅
が
5-
ね
か
ら
ー
和
銅
だ
改
元
し



鋳
磯
司
を
龍
か
れ
､
銅
儲

『
和
何
問
賛
』
の
錦
造
が
行
ほ
れ
た
ー
陸
中
毘
去
樺
銅
山
は
ー
此
頃
に
聴
見
せ
-
れ

化
だ

侍

へ
ら
る
る
､
塾
武
天
産
は
､
奈
良
大
輔
覇
造
の
馬
に
'
大
に
銅
の
産
山
を
壁
掛
せ
ら
れ
､
梅
津
多
田
銅
山
'

但
将

明
延
銅
山
､
長
門
長
翠
銅
山
等
か
ら
P
銅
を
盛
に
産
=TE
L
も
之
を
奉
献
し
た
p
此
頃
陸
奥
徽
び
駿
河
等
か
ら
砂
金
が

教
見
せ
ら
れ
､
梅
津
か
ら
は
飯
p
共
作
か
ら
は
砂
蛾
が
度
旧
し
た
､
大
同
年
間
に
は
､
但
局
鍾
野
'
陸
中
帥
倉
'
因

幡
蒲
蕉
'
岩
代
牛
田
等
の
銀
山
､
備
中
嵩
岡
p
長
門
橡
郷
等
の
銅
山
が
甫
々
登
見
せ
ら
れ
､
漸
次
銀
銅
等
金
属
の
産

糖
が
増
加
し
た
J

撃
農
も
卒
安
南
朝
に
五
㌔

尭
北
地
方
の
砂
金
､
砂
蛾
業
は
､
盛
に
行
は
れ
骨
も
の
で
.
嘩
食
寺
に
は
金
色
堂
が

出
水
'
舞
革
､
月
山
に
は
蝦
刀
の
名
工
が
発
出
し
て
､
皆
時
本
邦
武
界
製
造
の
中
心
を
形
成
し
た
G

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
.
本
邦
の
金
銀
鉱
業
は
頗
る
盛
で
あ
っ
た
も
の
で
､
元
主
忽
必
烈
は
其
顧
問
官
で

あ
っ
た
､
伊
太
別
人

マ
〝

コ
ポ
ロ
か
ら
P
本
邦
の
黄
金
が
無
益
減
塩
も
ど
の
報
告
を
閏
て
､
垂
誕
措
か
ず
､
濠
に
大

軍
を
起
し
て
我
邦
に
輩
凍
し
た
串
蹟
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
｡

石
見
大
森
銀
山
は
､
延
慶
年
中

(西
暦
千
三
宵
十
年
頃
)
に
大
内
氏
に
よ
-
て
開
掘
せ
ら
れ
､
其
後
宵
年
間
許
大

内
氏
だ
支
那
ど
の
貿
易
抽
出
晶
b11重

な
る
も
の
は
､
金
､
銅
､
硫
黄
等
で
あ
っ
た
｡
大
永
か
ら
天
文
年
間
に
は
盛
に

銀
を
座
し
て
､
大
内
家
を
富
ま
し
た
｡

養
雁
元
年
(
西
暦

H
;
三
七
年
)覇
津
能
勢
銅
山
か
ら
銅
を
座
し
p
康
平
年
間
(
西
暦

一
〇
五
八
年
)
越
前
而
谷
銅
山

弘
安
年
間
(酉
勝

一
二
七
八
年
頃
)石
見
笹
ケ
谷
銅
山
'
腰
永
年
聞
(画
歴

.三

九
四
年
頃
)備
中
膏
岡
銅
IE
p
永
宰
年

間
(
西
陣

一
C
)二
九
年
頃
)石
見
銅
ケ
丸
銅
山
二

1g
弛
年
間
(
西
陣

一
五
七
〇
年
頃
)撮
津
多
田
銅
山
等
何
れ
も
銅
鋸
を

本
邦

珊

準

の

今

北
‖

三
3t

六

三
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第
十
替

第
三
班

ニニニ

六
四

稼
行
し
､

天
正
三
年
(
西
暦

一
五
七
五
年
)
に
は
親
礁
湖
仁
銅
山
が
開
か
れ
た
｡

天
文
十
年
(
西
暦

7
五
四

11
年
)
に
は
佐
渡
梅
子
銀
山
が
開
か
れ
､
永
錐
元
年
〔西
暦

一
五
五
八
年
)
に
は
､
岩
代
唾

井
棒
銀
山
が
聴
見
せ
ら
れ
'
前
者
は
上
杉
家
の
安
座
だ
膚
-
.
後
者
は
滞
姓
氏
の
財
曲
ビ
承
っ
た
､
又
元
亀
年
間
(
西

暦

一
五
七
〇
年
頃
)
但
馬
重
野
銀
山
は
､
多
量
の
銀
を
座
し
て
山
名
氏
に
章
ひ
し
二
草
地
年
中

(酉
暦

一
五
二
八
年

頃
)
駿
河
梅
ケ
島
等
の
金
山
か
ら
盛
に
金
を
度
し
P
今
川
氏
を
富
ま
し
め
.
天
文
年
間
(
西
暦

一
五
三
二
年
頃
)甲
斐

侶
波
の
諾
金
山
か
ら
多
量
の
金
を
出
し
て
'
武
田
氏
の
軍
資
を
盤
か
な
ら
し
め
た
)

梅
津
多
的
銀
:T
は
､
天
正
年
間
に
非
常
の
盛
況
宮

前
し
､
豊
に
秀
膏
が
哀
寧

ぞ
極
め
､
大
判
小
判
や
銀
鎖
を
蛮
遺

せ
し
め
た
の
は
､
主
に
蓮
か
ら
産
出
し
た
金
銀
を
其
原
料
ビ
為
し
た
｡

加
賀
榛
村
金
山
は
'
天
正
十

1
年
(
西
暦

1
五
八
三
年
)
.
髄
登
貿
蓮
金
山
は
､
天
正
十
二
年
(酉
静

1
五
八
四
年
)

前
田
利
家
に
よ
-
て
開
か
れ
'
飛
騨
紳
聞
及
び
茂
住
銀
山
は
.
天
正
十
七
年
へ酉
暦

1
五
八
九
年
)金
森
長
近
の
臣
茂

住
式
場
に
聡
見
せ
ら
れ
､
美
浪
畑
佐
銀
山
は
､
天
正
十
八
年
(西
暦

一
五
九
〇
年
〕覇
葉
月
迫
に
よ
-
､
加
賀
倉
谷
金

山
は
天
正
年
間
升
波
長
秀
に
よ
-
'
陸
中
.
白
根
(
後
に
尾
去
輝
銅
山
だ
為
る
)金
山
､
小
異
木
金
山
.
五
十
枚
金
山

等
は
'
慶
長
三
年

(
西
暦

1
五
九
八
年
)
南
部
沖
に
よ
り
で
凝
見
開
掘
せ
ら
れ
た
､
尋
で
慶
長
六
年

(西
暦

7
六
〇

山
年
)

佐
渡
鮎
川
金
山
(
即
ち
佐
波
叡
山
)檎
.
家
康
の
駐
英
に
よ
-
て
.
凝
見
せ
ら
れ
慶
長
十
年
(
酉
暦

〓
ハ
〇
五
年
)

羽
後
院
内
銀
山
は
'
大
谷
嵩
隆
の
遺
臣
村
山
嘉
兵
衛
に
よ
-
て
開
掘
せ
ら
れ
た
｡

斯
-
の
如
-
'
天
龍
.

慶
長
､
元
卸
の
頃
'
金
銀
錬
業
は
､
秀
膏
'
家
康
に
よ
-
て
大
に
奨
励
せ
ら
れ
､

頗
る

盛
況
を
為
し
た
､
冶
金

業

-
文
永
元
年

(画
廊

一
二
六
六
年
)
出
雲
菅
谷
に
で
､
砂
蚊
の
製
嫌
を
初
め
文
亀
ー
永
正



の
頃
ハ自
西
辱

7
417･jJ
O
7
年
至

7
五
二
〇
年
〕銅
屋
新
左
狗
門
ー
頓
挫
多
相
銀
山
に
於
て
ー
山
下
晩
を
東
国
L
t
大
に

凍
鍋
能
率
の
簡
進
bJ
､
燃
料
の
節
約
を
課
-
'
天
正
年
間
(自
簡
暦

一
五
生

二
年
至

一
五
九

1
年
)住
友
藷
賓
は
､
ホ

ル

ト
ガ
ル

人
よ
-
南
鱒
絞
蝕
む
健

へ
､
是
に
よ
-
て
銀
の
産
出
を

急
劇
に
埼
卸
し
た
｡
金
銀
館
山
が
地
方
水
準
以
上

の
富
鋤
骨
を
採
掘
D
..花
岡
は
'
事
業
も
容
易
で
あ
-
'
産
額
も
多
大
で
あ
っ
た
が
､
漸
次
浅
慮
を
探
-,L
誼
し
て
挽
-

掘
-
降
る
に
総
て
'
困
難
ビ
偽
っ
た
の
は
､
坑
内
排
水
の
方
法
で
あ
っ
た
､
果
し
て
慶
長
十
二
年
頃
佐
渡
並
に
伊
豆

の
猪
金
山
は
､
坑
内
水
没
の
為
に
産
額
が
芽
-
減
少
し
'
生
野
や
院
内
銀
山
も
蓬
に
水
没
の
悲
運
に
遭
っ
た
'
是
に

於
で
排
水
港
が
大
に
苦
心
工
夫
せ
ら
れ
'
是

迄
踏
華
又
は
釣
瓶
で
排
水
し
た
も
の
を
､

水
撃
宗
苗
は
寛
永
十
四
年

(
西
暦

一
六
三
七
年
)
龍
樋
(水
上
輪
)
に
改
め
大
にこ
成
績
を
畢
げ
た
｡
其
よ
-
百
四
十
五
年
を
経
し
天
明
二
年

(
西

僻
(
山
七
八
二
年
)
に
は
､
刺
蘭
か
ら
フ
ォ
ン
カ
ス
ホ
イ
ビ
い
ふ
揚
水
機
が
輸
入
せ
ら
れ
'
佐
渡
金
山
に
之
を
用
ひ
て

大
に
効
果
が
あ
っ
た
.
相
佐
渡
金
山
で
は
ー
排
水
の
馬
に
軍

氷
六
年
(西
暦

一
日ハ
二
九
年
)大
規
模
疏
水
坑
の
開
盤
を

初
め
'
十
年
の
日
子
を
婁
し
て
'
約
二
千
九
百
尺
の
延
長
を
完
成
し
た
､
蔑
野
､
大
森
､
牛
田
等
の
銀
山
で
も
､
何

れ
も
疏
水
洗
を

銅
製
し
て
排
水
に
.努
め
､
銀
の
産
額
を
槍
加
t
た
､
併
し
梅
津
多
田
銀
山
の
戚
な
､
地
形
上
疏
水
坑

道
を
設
-
る
に
榊
難
な
鋭
山
で
は
.
坑
内
水
没
し
て
'
稼
行
な
中
止
す
る
に
至
っ
た
｡

穂
川
時
代
に
於
て
.
薩
摩
山
ケ
野
金
川
は
軍
氷
十
五
年
(酉
暦

一
六
三
九
年

斉
ケ
野
金
山
は
釆
噂
.g
年

(
西
暦

一

六
璽

一年
)
陸
中
小
阪
銀
山
は
慶
臆
二
年
(西
暦

一
八
六
六
年
)
に
何
れ
も
閑
散
せ
ら
れ
､
佐
浬
銀
山
堕
濃
へ
'
尾
去

韓
金
山
は
銅
山
に
挺
じ
た
れ
で
も
.
産
覇
多
-
繁
盛
で
あ
っ
た
の
は
'
生
野
ビ
大
森
銀
山
で
あ
る
'
又
銅
山
で
は
･

更
正
年
間
(蘭
暦

一
五
七
三
年
頃
嵩

陸
p
赤
津
銅
山
(
今
の
且

止
錬
里

播
磨
川
上
銅
山
が
開
か
れ
､
慶
琴

光
年

(
西

本
郵
相
戦
功
今
廿

一
三

六
五



り,I

節
十

埠

節
三
敬

二
二
四

六六

辱

一
五
九
六
年
)
岩
代
蒲
生
銅
里

慶
長
十
五
年
〔酉
暦

〓
ハ
一
〇
年
)
下
野
足
尾
銅
山
'
覚
文
十
年

(
西
暦

〓
ハ
七

〇
年
)
羽
後
阿
仁
銅
山
二
?h
純
四
年
(西
暦

一
六
九

fi
年
)伊
漁
別
子
銅
山
､
元
文
四
年
(西
暦

一
生

二
九
年
)越
後
草

食
銅
山
が
何
れ
も
稼
行
&
.初
め
､
漸
次
盛
大
ビ
為
っ
た
｡
穂
川
時
代
の
未
に
は
､
足
尾
銅
山
は
非
常
に
裏

へ
'
赤
浬

は
贋
山
.I-J為
っ
た
が
.
別
子
銅
山
は
.
年
産
徹
宵
ガ
斤
を
上
下
す
る
の
盛
況
を
蒔
け
た
｡
天
保
十

7
年

(
西
暦

二
八

四
〇
年
)頃
､
大
和
天
和
銅
山
'
慶
鷹
元
年
(西
暦

1
八
六
五
年
)
出
雲
賢
繍
山
銅
山
が
敬
見
せ
ら
れ
.
因
幡
薄
年
銅

山
も
盛
ん
で
あ
っ
た
､
金
銀
銅
は
穂
川
時
代
に
於
て
韮
要
な
る
海
外
貿
易
輸
出
晶
で
あ
っ
た
｡

故
山
は
山
陰
山
陽
花
園
岩
地
方
の
砂
蛾
か
ら
蛾
を
取
る
蔀
が
菅
か
ら
行
は
れ
.
是
に
聯
踊
し
て
鍛
刀
術
が
聴
連
し

た
､
土
佐
鯛
で
は
､
天
明
二
年
(酉
暦

一
七
八
二
年
)以
氷
砂
銭
採
収
が
行
は
れ
.
北
海
道
で
も
､
安
政
二
年

(
間
藤

一
八
五
五
年
)渡
島
図
宙
武
井
に
盛
雄
を
建
設
し
て
.
砂
蛾
の
製
燦
を
初
め
'
陸
中
釜
石
城
山
は
文
政
六
年
(
西
暦

一

八
二
三
年
)
採
掘
を
初
め
た
｡

鉛
は
菅
か
ら
知
ら
れ
て
盾
で
p
銀
山
で
銀
,,J
北
に
産
出
し
た
'
銀
は
薩
摩
鉢
山
館
山
が
殆
ん
で
嘱

1
で
'
徳
川
時

代
に
引
披
き
二
､
三
常
斤
か
ら
十
蕗
斤
内
外
産
出
L
t
銀
器
の
原
料
ビ
為
っ
た
.
安
質
母
尼
は
p
伊
汲
市

ノ
川
鋸
山

か
ら
若
干
産
出
が
あ
っ
寵
､
是
は
普

時
薬
晶
叉
は
合
金
に
使
っ
た
政
で
あ
る
｡

非
金
属
鍍
物
中
石
鍵
､
は
菅
燃
石
ビ
名
づ
け
､
筑
前
囲
遠
製
鞍
手
'
嘉
摩
､
穂
波
の
四
郡
で
は
'
元
沌
年
間
に
既

に
之
を
採
取
し
て
'
民
間
に
使
用
し
た
(筑
前
績
風
土
記
参
照
JP
筑
後
囲
三
池
郡
で
は
､
文
明
年
間

(今
よ
り
四
百

十
飴
年
前
)
に
燃
料
ビ
し
て
用
ひ
た
俸
龍
が
あ
る
､
又
肥
前
囲
宙
島
で
は
｣
賛
永
年
中
ハ今
よ
旦

一宮
十
飴
年
前
)平

戸
の
償
民
五
平
太
Li
る
-
の
､
石
炭
を
教
兄
し
､
之
を
附
近
の
睦
田
に
供
し
た
と
い
ふ
山部
で
あ
る
､
又
肥
前
唐
津
地



ヨ
･>

力
い
.I

方
で
は
等
保
の
頃
(
今
よ
り
官
八
十
飴
年
前
)北
披
多
村
大
草
樺
山
な
る
ー
今
の
芳

ノ

谷

汲

山
鶴
匿
内
で
ー
戯
未
が
石

坂
を
教
児
し
た
竺
富

ひ
件

へ
て
屠
る
､
初
め
石
艶
は
多
-
家
庭
の
炊
事
用
に
伏
せ
ら
れ
に
に
過
ぎ
な
い
が
､
其
後
四
囲

中
岡
の
製
鞠
燃
料
に
他
用
せ
ら
れ
.安
政
年
間
(
西
暦

1
八
五
五
年
頃
)
か
ら
､汽
船
の
機
銅
燃
料
に
供
せ
ら
る
る
戒
も

飼
っ
た
p
其
掘
疎
の
方
法
も
初
め
は
極
簡
革
で
'
露
開
部
か
ら
炭
暦
を
迫
ふ
て
掘
っ
た
も
の
で
､
所
謂
『
独
掘
-
』
だ
い

ふ
掘
-
方
で
あ
っ
た
､安
政
二
年
(西
暦

一
八
五
五
年
)
三
池
大
の
浦
に
斜
坑
密
閉
盤
し
､延
長
二
宮
三
十
八
を
掘
る
に

四
ヶ
年
を
要
し
､薯
炭
し
た
'高
島
泉
坑
で
は
､
慶
鰻
三
年
(西
暦

1
八
六
七
年
)初
め
て
洋
式
の
採
炭
法
を
採
用
し
た
｡

磐
城
炭
田
及
び
北
海
道
に
於
け
る
石
炭
の
凝
兄
は
､
何
れ
も
安
政
年
間
(
酉
暦

一
八
五
五
年
頃
)
で
あ
っ
た
ら
し
い

其
開
革
せ
ら
れ
た
の
は
'
明
治
以
後
で
あ
る
｡

クサ
ワ
山ノ

石
油
は
礼
者
草

生

津

ノ
油
ピ
科
し
'
越
後
で
は
今
よ
り
千
二
百
四
十
飴
年
前
､
天
智
天
皇
の
朝
に
既
に
之
を
散
じ

た
革
が
あ
る
.
其
後
慶
長
十
八
年
(閣
牌

一
六

一
三
年
頃
)越
後
図
蒲
原
郡
柄
日
木
村
で
.
竪
坑
を
掘
-
.
之
を
採
取

し
た
轟
が
あ
る
'
是
が
手
折
法
の
初
め
で
あ
る
､
元
凍
露
頭
に
拾
ひ
'
溝
を
掘
て
其
中
に
穆
出
し
た
油
を
探
っ
た
の

を
.
こ
の
事
掘
法
に
改
め
た
の
は
p
文
政
(
西
暦

L
八

一
八
年
頃
)以
後
で
p
初
め
て
之
を
貿
施
し
た
の
は
'
越
後
園

刈
羽
郡
妙
法
寺
地
方
で
あ
る
O

以
上
が
p
本
邦
維
新
以
前
に
於
げ
ろ
各
穫
錬
業
の
格
沿
革
で
あ
っ
て
p
殆
ん
で

人
力
ば
か
り
で
'
器
械
を
使
用
す

る
軍
は
少
な
-
p
荷
頗
る
幼
稚
な
有
様
で
あ
っ
た
が
､
明
治
以
後
に
至
り
で
ー
轟
然
其
面
白
を

山
新
し
た
｡

先
づ
鉱
業
行
政
の
JIL
か
ら
観
察
す
る
も
､
王
政
維
新
後
'
政
府
は
銃
意
機
業
を
保
護
壁
倒
し
も
軟
米
諮
問
か
ら
多

数
の
撃
者
や
技
術
象
を
溜
晒
し
､
捌
漁
二
年
p
佐
渡
金
山
p
小
坂
銀
山
p
lニ
池
炭
坑
'
高
島
炭
坑
'
大
著
金
山
'
釜

本
邦
秋
鮭
の
今
督

1
1ri監

六
七



地

球

解
十
替

第
三
班

7.,77舛

六
八

着
餓
山
p
中
小
坂
城
山
.
院
内
銀
山
'
阿
仁
銅
山
の
主
要
な
る
十
栗
山
を
政
府
の
直
精
だ
し
､
招
堰
し
た
外
問
披
柵

家
を
分
遣
し
て
､
助
川
操
業
の
模
範
髪
不
し
､
大
に
嚢
業
思
想
を
鼓
吹
し
た
､
斯
-
て
我
覇
業
は
大
に
改
良
進
歩
し

た
か
ら
.
明
治
十
八
年
か
ら
明
治
甘

一
年
の
問
に
'
前
記
官
営
の
館
山
を
緋
ひ
下
げ
民
業
に
移
し
た
'
又
覇
業
教
育

に
放
て
は
.
明
治
四
年
工
畢
寮
を
設
立
し
.
十
年
工
部
大
撃
に
改
め
'
其
後
意
都
に
帝
観
大
撃
工
輿
部
.
大
阪
､
熊

本
､
仙
轟
に
高
等
工
業
撃
枚
を
設
け
'
各
探
銀
治
金
撃
科
を
澄
た
の
み
な
ら
ず
､
歌
内
に
錬
山
専
門
撃
枚
を
堅

止
し

編
同
朋
に
工
業
学
校
を
設
け
'
斯
道
の
致
育
普
及
を
謀
っ
た
.
甫
私
立
で
は
兼
京
に
工
事
額
枚
が
在
-
'
福
岡
聯
月

畑
に
は
､
安
川
敬

山
郎
氏

によ
-
て
β
相
専
門
撃
枚
が
建
て
ら
れ
p
筑
後
三
池
に
は
三
井
工
業
撃
枚
が
設
け
ら
れ
'

筑
前
直
方
に
は
鋸
業
撃
枚
が
通
わ
P
兼
凍
早
稲
田
に
は
工
手
撃
枚
が
設
立
せ
ら
れ
､
錬
業
数
宵
は
年
を
迫
ふ
て
充
賓

せ
ら
れ
た
｡

法
制
は
明
治
元
年
大
阪
に
銅
愈
所
を
設
け
ら
れ
p
翌
年
之
を
銀
山
局
に
改
め
､
明
治
五
年
に
は
､
東
山
心
得
を
頒

布
L
p
翌
六
年
に
は
日
本
航
法
が
制
定
せ
ら
れ
'
明
治
廿
五
年
六
月
に
は
鋭
業
修
例
に
改
め
ら
れ
.
翌
廿
六
年
に
は

砂
僻
法
が
制
定
せ
ら
れ
た
､
尋
で
明
治
北
八
年
に
は
'
鋭
業
法
が
磯
布
せ
ら
れ
.
錬
米
俵
例
は
麿
せ
ら
れ
た
'
政
で

鋸
業
登
錐
令
が
制
定
せ
ら
れ
.
躍
利
を
確
保
せ
ら
る
る
串
ビ
満
っ
た
.
鉱
業
切
保
護
だ
監
督
に
就
て
ほ
､
初
め
に
は

地
方
廉
に
委
任
し
て
あ
つ
た
が
､
鋸
業
は
其
性
質
上
他
の
産
業
ビ
其
趣
を
異
に
す
る
朗
が
あ
る
か
ら
'
明
治
廿
五
年

全
期
を
五
下
に
'
鋸
宙
に
分
ち
札
幌
､
仙
轟
､
光
来
､
大
阪
'
雨
間
に
鉱
山
監
督
寮
を
置
き
､
盤
商
務
大
臣
管
班
の

業
の
許
可
及
び
監
督
に
閲
す
る
事
務
を
輩
ら
し
め
ら
れ
た
｡
其
後
名
種
を
錬
路
署
だ
改
め
'
兜
に
鋸
-;
監
督
局
だ
改

め
､
今
は
商
工
悠
Hに
腐
す
る
0



採
鵠
及
び
冶
金
の
方
法
に
於
で
も
､
錐
新
前
に
は
主
だ
し
て
人
力
に
依
っ
た
-
の
で
排
水
に
龍
強
を
用
ひ
､
解
石

粉
相
に
水
力
を
用
ひ
た
位
の
も
の
で
あ
り
､
冶
金
法
も
金
銀
を
銅
盤
か
ら
分
離
す
る
に
､
両
替
絞
法
を
用
ひ
､
金
額

は
之
を
鴇
致
し
て
p
温
東
怯
む
用
ふ
る
の
み
で
あ
っ
た
､
叉
探
鋸
法
は
只
鎖
ど
繊
槌
己
で
岩
磐
を
開
掘
す
る
の
で
あ

っ
て
p
嚢
腫
の
軟
弱
部
叉
は
富
錬
部
を
選
ん
で
'
掘
探
し
た
も
の
で
あ
る
'
坑
内
使
用
の
燈
火
も
'
魚
油
を
用
ふ
る

カ
ン
テ
ラ
で
､
甚

だ晴
-
作
業
上
不
便
甚
し
か
っ
た
'
従
て
錬
柴
の
能
率
低
-
'
従
業
員
の
多
数
は
健
康
を
暮
し
､

批
年
に
し
て
光
る
る
も
の
が
多
か
つ
花
｡

明
治
十
四
五
年
頃
よ
rQ
､
動
力
だ
し
て
馬
匹
'
水
及
び
蒸
汽
機
関
を
覇
山
に
使
用
し
初
め
p
歌
道
は
撒
水
の
斜
坑

の
他
に
饗
坑
を
掘
聾
L
p
探
躯
に
は
洗
掘
試
錐
を
行
ひ
'
採
鋸
法
に
は
階
段
掘
駿
､
魂
柱
法
p
長
壁
法
を
採
用
し
.

噺
問
'
通
風
､
捲
揚
に
何
れ
も
蒸
汽
機
銅
を
利
用
し
P
冶
金
製
煉
法
も
大
に
改
良
進
歩
し
鴇
｡

シ
ヤ
カ
ノオ

明
治
十
四
年
筑
劫
炭
田

日

尾

炭

坑
で
､
初
め
て
喜
汽
磯
確
を
任
用
し
.
綬
て
他
の
炭
坑
之
に
倣
ひ
'
大
に
産
楓
を

壇
加
し
た
p
北
海
道
で
は
明
治
十
六
年
来
閥
技
師

ラ
イ
ア
ン
指
導
の
下
に
幌
内
炭
坑
を
開
き
'
明
治
廿
二
年
足
尾
銅

山
に
初
め
て
水
力
電
束
を
利
用
し
､
廿
三
年
越
後
油
田
で
'
米
国
式
綱
掘
摩
井
法
を
採
用
し
'
大
成
功
を
為
し
た
､

明
治
仰
年
頃
か
ら
生
岩
樺
t
.
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
強
爆
磯
燕
が
使
用
せ
ら
れ
､
視
察
蝕
索
道
､

',
ソ

チ
ソ
ト
ン
磨
僚
機
､

フ

-
ク
淘
汰
盤
'
新
選
鋭
概
'
新
式
汽
械
'
汽
酢
'
水
カ
タ
ル
ビ
ン
'
蒸
汽
ク
ル
ビ
ン
等
の
利
器
が
蔵
々
用
ひ
ら
れ

製
錬
舘
に
於
で
も
骨
化
法
が
'

明
治
三
十
年

初
め
て
鹿
絶
島
膳
の
金
山
に
試
み
ら
れ
て
よ
り
'

蚤
図
の
金
山
に
停

播
し
､
明
治
三
十
三
年
足
尾
銅
山
で
機
械
焼
鋭
法
を
採
用
し
.
三
十
四
卑
小
医
髄
山
で
は
､
自
爆
製
錬
法

(P
y
ritic

S
m
elting
)

を
初
め
p
爾
耗
本
邦
の
銅
価
冶
金
に

l
大
革
新
期
を
劃
し
セ
'
電
究
精
銅
法
も
此
頃
か
ら
行
は
れ
晴
好

本
邦
銑
難

め今
常

山

三

q

六

九
･



地

球

妨
十
怨

節

三
離

二
二
八

七
C

の
銅
を
得
る
に
到
っ
た

石
旋
釦
業
も
.
茶
汽
汽
維
採
用
後
急
速
に
敬
屈
し
.
九
州
炭
円
は
明
治
廿
四
年
頃
か
ら
､
頓
に
産
額
お
堀
加

L
.

廿
七
八
年
戦
役
を
巌
で
.
更
に
新
生
面
を
開
き
P
明
治
三
十
三
年
新
入
炭
坑
は
況
さ
七
〇
〇
八
-の
察
枕
を
完
成
し
､

三
十
五
年
三
池
炭
坑
に
於
て
p
泥
さ
八
九
六
尺
の
常
田
竪
坑
を
掘
盤
L
t
次
で
伊
田
及
び
二
循
炭
坑
に
於
て
慌
さ

1

0
0
0
尺
の
竪
坑
を
開
掘
し
､
冊
七
.
八
年
戦
役
を
経
て
p
新
紀
元
を
劃
し
.
覇
業
大
に
発
展
し
P
従
軍
の
動
力
た

る
蒸
汽
を
電
気
に
代
ふ
る
趨
勢
漸
-
盛
だ
喬
-
､
水
力
電
気
の
利
用
年
を
迫
で
隆
興
し
た
｡

蒸
汽
カ
に
依
る
排
水
用
ス
ぺ
シ
ァ
ル
瑚
筒
は
､
不
経
済
に
し
て
､
能
率
亦
良
好
な
ら
ざ
る
を
寵
め
､
三
池
炭
坑
に

て
は
明
治
珊
三
年
(酉
停

一
九
〇
〇
年
)
エ
バ
ン
ス
式
電
気
咽
筒
を
採
用
し
､
其
規
模
の
碓
大
に
し
て
､
排
水
畳
の
多

大
な
る
こ
亡
.
兼
津
第

一
だ
桐
せ
ら
る
P
閉
塞
各
種
の
電
束
廟
筒
の
利
用
､
各
炭
坑
に
波
及
し
た
0

蛾
冶
金
も
甘
凍
中
開
地
方
に
於
て
､
長
方
形
の
雄
を
用
ひ
､
砂
銭
か
ら
P
蔵
を
取
ら
､
関
内
の
需
要
を
充
た
し
て

唐
花
が
p
木
炭
の
消
費
莫
大
で
'
甚
だ
不
完
各
の
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
'
明
治
七
年
.
釜
石
銭
山
で
､
初
め
て
泰
蘭

の
方
法
に
.よ
り
製
織
を
開
始
し
た
が
､
成
功
し
無
か
っ
た
'
日
清
戟
軍
複
製
政
所
必
要
の
輿
論
勃
興
し
､
明
治
珊
四

年
､
政
府
は
葡
岡
腸
八
幡
に
製
織
朗
を
開
き
.
釜
石
城
山
も
シ
ー
メ
ン
ス
マ
ル

チ
ン
熔
銀
塊
を
増
設
し
.
北
海
淡
紫

汽
船
愈
配
は
p
明
治
四
十

一
年
室
蘭
に
異
地
所
を
開
き
､
其
後
同
愈

配
だ
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
及
び
タ
イ
カ
ー
ス
食

酢
共
_絹
の
輪
西
製
鋼
所
が
設
け
ら
れ
､
大
正
八
年
南
満
州
政
道
愈
配
は
満
州
鞍
山
店
に
栗
城
朗
を
開
き
'
製
織
事
業

大
に
進
歩
し
た
い

採
額
法
.i
於
で
も
解
剖
を

損
せ
ざ
る
薦
め
'
大
正
の
初
年
よ
JJl
､
満
州
撫
順
盤
坑
井
に
小
匪
練
れ
で
は
1.
露
天
掘



お
勧
め
ー
大
に
賓
収
率
及
び
産
箱
を

埠
加
し
た
､
文
雄
淡
激
に
機
種
式
ビ
長
壁
舘
を
安

へ
'
叉
は
轟
然
養
壁
頚
を
採

用
し
て
茸
収
率
を
塘
加
す
る
事
.
妓

び
掘
凍
跡
流
砂
唄
充
法
が
塘
て
撫
順
炭
坑
に
試
み
ち
れ
て
好
成

綾
な
革
げ
て
以

氷
漸
次
飼
-
行
は
る
る
接
に
偽
っ
た
､
又
近
年
は
金
属
飯
の
探
髄
に
磁
束
､
重
力
､
電
流
等
を
利
用
す
る
新
法
が
行

は
れ
､
爆
薬
に
も
純
化
酸
素
が
利
用
せ
ら
る
る
迄
に
進
歩
し
た
｡

選
触
法
も
明
治
四
十
年
頃
か
ら
朝
岡
'
加
納
等
の
譜
銀
山
で
'
磁
束
選
触
法
に
よ
･｡
て
閃
亜
鉛
鋸
を
選
別
す
る
革

が
薯
施
せ
ら
れ
､
大
正
に
入
-
て
p
浮
遊
選
触
法
が
足
尾
銅
山
を
初
め
漸
次
贋
-
行
は
る
る
棟
に
食
っ
た
'
石
炭
坑

で
も
.
水
運
に
依
る
厳
密
な
る
選
炭
法
が
漸
次
薯
及
す
る
に
至
っ
た
｡

今
本
邦
錬
薦
慨
糖
に
就
て
'
明
治
初
年
以
来
鋸
業
の
敏
速
を
大
観
す
る
に
p
金
属
非
金
属
髄
産
経
慨
頓
が
p
明
治

七
年
に
は
僅
か
に
膏
五
十
五
寓
胤
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
七
十
年
に
は
三
甘
珊
九
蘭
園
.
十
五
年
に
は
.
七
頁

二
十
三

乾
固
.
甘
年
に
は
'
入
官
廿
宵
闇
､
甘
五
年
に
は
千
五
百
六
十
八
南
側
､
珊
年
に
は
三
千
二
甘
廿
四
常
置t
､
翌
仲

一

年
に
は
'
凹
千
首
六
十
五
苗
圃
'
珊
五
年
に
は
.
五
千
九
百
九
十
四
苗
圃
､
四
十
年
に
は
'

一
億
二
千
首
五

†
三
常

例
亡
弟
rel.
大
抵
一九
年
毎
に
槽
加
し
た
､
史
に
大
正
元
年
に
は

一
億
三
千
商
圏
､
大
正
五
年
に
は
､
二
億
八
千
寓
御

大
正
八
年
に
は
ー
六
億
匹暮
千
商
閲
に
上
つ
た
が
p
是
を

レ
n
-
ド
E
L
で
､
漸
次
減
退
L
t
大
正
十
年
に
は
､
三
億

三
千
甫
周
に
下
つ
化
p
併
し
是
か
ら
捉
把
捉
興
し
初
め
､
大
正
十
三
年
tこ
は
三
億
五
千
嵩
園
ビ
為
っ
た
｡
濃
を

明
治

の
初
年
,/-J
比
樺
す
れ
ば
､
其
敏
速
の
如
何
に
著
大
t･i
る
か
な
察
し
程
る
'
史
に
是
を
鋸
物
各
種
に
就
て
考
察
す
れ
ば

食

明
治
十
年
の
塵
箱
は
僅
か
に
九
十
三
賞
に
過
ぎ
ざ
･L
L
が
'
明
治
四
十
年
に
は
七
百
七
十
三
賞
だ
為

り
､
大

正
元
年
に
は
､
千
三
LrE
七
十
三
賞
に
増
加
し
'
大
正
四
年
に
は
'
二
千
二
甘
十

一
貫
.i
連
し
た
が
､
之
を
V

n
-
γ
だ

本
邦
幼
柴
の
今

晋

l三九

七
1



地

球

節

十

怨

節

三

班

≡
U

雪

7

L
p
其
後
は
二
千
貫
を
上
下
し
､
大
iE
十
四
年
の
産
額
は
二
千
二
軍

l十
異
､
翌
十
五
年
昭
和
元
年
に
は
二
千
田
富

二
十
五
賞
で
儀
に
レ
コ
ー
ド
を
破
っ
吾
｡

銀

明
治
十
年
に
は
､
二
千
九
日
貫
を
産
出
し
た
だ
冊
で
あ
る
が
へ
明
治
四
十
年
に
は
二
寓
四
千
貫
に
将
加
し

大
串
Ph
年
に
は
三
苗
九
千
九
百
九
十
五
h
'に
達
し
､
其
後
漸
次
槍
卸
し
､
大
正
六
年
に
は
､
約
五
寓
九
千
賢
に
蓬
し

た
が
其
後
は
p
逐
年
減
産
し
､
大
正
十
三
年
に
は
二
蔑
九
千
三
育
八
十
貫
､
十
四
年
に
は
三
番
三
千
賞
を
遷
し
'
明

治
四
十
二
三
年
頃
の
額
に
降
っ
た
が
'
翌
十
五
年
､
昭
和
元
年
に
は
三
嵩
七
千
賞
を
度
し
､
大
雪
LFq年
頃
の
産
額
に

近
-
為
っ
た
｡

鏑

木
紙
業
は
石
次
に
次
ぎ
'
本
邦
の
,H
要
な
る
鉱
業
で
あ
る
.
明
治
十
年
に
は
'
借
か
に
六
宵
五
十
七
薦
斤
に

過
ぎ
な
か
っ
た
が
.
明
治
四
十
年
に
は

一
躍
約
十
倍
し
六
千
四
百
五
十
嵩
斤
ど
為
-
'
大
正
元
年
に
は
'
史
に
増
加

し
て
.

1
億
四
百
嵩
斤
に
達
し
､
其
彼
年
々
一
億
Ti
Cを
降
ら
す
､
大
正
八
年
の
好
況
に
は
'

一
億
八
千
嵩
斤
ま
で
達

し
た
が
p
其
後
財
界
の
不
況
だ
市
債
の
沈
滞
に
連
れ
て
'
漸
次
減
額
L
t
大
正
十
年
に
は
七
九
千
育
苗
斤
に
降
-
.

十
二
年
に
は
九
千
八
宵
甫
斤
.
十
三
年
に
は
､

1
倍
斤
に
達
し
､
十
五
年
昭
和
元
年
に
は

7
億

一
千
寓
斤
k
J為
っ
た

是
は
大
正
元
年
頃
ビ
同
輩
皮
で
､
荷

レ
コ
ー
ド
に
遠
い
｡

紛

明
治
三
十
年
迄
は
､
頗
る
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
'
同
年
に
宵
廿
八
寓
斤
を
塵
し
､
明
治
四
十
年
に
は
､

五
百
十
三
苗
斤
に
槍
加
L
t
大
正
元
年
に
は
､
六
宵
廿
二
蘭
斤
と
籍
-
'
其
後
年
々
槍
産
L
､
大
正
六
年
に
は
､
二

千
六
百
三
十
脚
韻
斤
に
達
し
化
が
､
共
催
は
､
市
債
下
落
の
馬
め
､
年
を
迫
で
減
産
し
､
大
正
十
三
年
に
は
､
四
宵

九
十
常
斤
､
十
五
年
､
昭
和
元
年
に
は
六
百
常
斤
を
度
し
､
大
正
元
年
頃
の
程
度
に
下
っ
た
0



鋤

維
新
前
か
ら
引
組
き
少
蛍
の
産
山
は
あ
つ
た
が
ー
明
治
三
十
年
ー
七
嵩
九
千
斤
を
座
し
ー
四
十
年
に
は
五
番

三
千
斤
に
減
じ
.
基
後
漸
次
壇
渡
し
て
､
大
正
四
年
に
は
'
五
十
六
商
九
千
斤
に
連
し
た
が
､
閥
務
大
正
八
年
ま
で

漸
次
減
産
L
t
八
年
に
は
'
十
六
筒
九
千
斤
に
降
･=
/

翌
九
年
に
は
､
倍
加
し
て
三
十
四
寓
斤
ビ
蒋
-
､
十
年
に
は

四
十
九
常
斤
p
十
二
年
に
は
五
十

二
料
斤
も
十
三
年
に
は
五
十
八
寓
斤
､
十
五
年
.
昭
和
元
年
に
は
九
十
常
斤
を
遷

し
'
穐
裸
の
敢
高
級
に
達
し
化
｡

正
鉛

製
煉
法
の
面
倒
な
る
薦
め
'
明
治
三
十
年
頃
迄
は
p
顧
み
ら
れ
無
つ
た
.
明
治
四
十
年
に
は
錬
看
二
筋
俳

噸
お
産
出
し
､
初
て
製
煤
を
開
始
せ
ら
れ
た
､
大
正
元
年
に
は
､
三
笛
六
千
喝
に
噂
加
し
.
大
正
七
年
に
は
､
鐙
鈴

六
千
六
首
五
十
二
甚
斤
を
産
出
し
た
が
､
其
後
逐
年
減
産
し
､
大
正
十
年
に
は
.
千
七
百
二
十
九
苗
斤
に
下
rJn
t
十

二
年
に
は
二
千
二
百
九
十
七
常
斤
に
増
加
し
､
十
三
年
に
は
二
千
三
百
四
十
正
常
斤
'
十
五
年
､
昭
和
元
年
に
は
二

千
八
百
常
斤
ビ
点
っ
た
が
'
僻
大
正
七
年
の
レ
コ
ー
ド
に
は
距
離
が
あ
る
｡

鎖
線

八
幡
製
銭
所
で
は
'
最
近
年
褐
約
百
酷
俳
噸
の
銑
蝕
を
産
出
す
る
が
､
是
は
主
こ
し
て
支
弗
大
治
鎖
山
鹿

の
地
銀
を
製
煉
す
る
の
で
'
本
邦
産
の
地
盤
か
ら
蝕
を
取
る
の
で
無

い
か
ら
'
是
を
除
き
､
本
邦
産
の
廠
鋸
か
ら
取

る
銑
蛾

の産
裾
は
'
明
治
十
年
に
住
もこ
八
千
二
百
俳
順
で
あ
っ
た
が
､

明
治
三
十
年
iiこ
は
'
〓
嵩
七
千
俳
噸
Liこ
増
加

し
.
四
十
年
に
は
'
四
薦
五
千
噸
ビ
為
り
､
大
正
三
年
に
は
'
七
寓
四
千
噸
'
四
年
に
は
､
六
常
五
千
噸
に
減
し
､

六
年
に
は
十

一
筋
九
千
噸
に
増
加
し
'
八
年
に
は
二
十
嵩
九
千
噸
に
増
加
し
光
が
'
其
後
後
光
'
漸
次
減
産
し
'
大

正
十
二
年
に
は
､
入
歯
九
千
噸
十
三
年
に
は
､
凹
常
七
千
噸
に
降
も
'
十
四
年
に
は
五
嵩
七
千
噸
'
十
五
年
'
昭
和

元
年
に二
は
七
歯
五
千
噸
ビ
名
-
'
大
正
四
年
頃
の
程
度
だ
為
っ
た
.

本
邦
鈍
酢
の
今
督

r,;･.1.
7
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仙

北

約

十

懇

節

三
拙

二三

七

川

鋼

八
幡
製
地
所
'
愉
酉
製
鋼
所
及
び
朝
鮮
産
を
育
す
れ
ば
､
大
正
十
三
年
に
八
十

一
常
備
噸
の
産
出
が
あ
つ
た

が
p
基
等
を
別
ビ
し
て
.
本
邦
鷹
の
鋤
煤
か
ら
製
出
し
た
銅
は
p
明
治
三
十
年
に
は
僕
に

1i
千
備
噸
で
あ
つ
た
が
四

十
年
に
は
八
千
六
百
噸
に
塘
加
し
､
爾
後
漸
次
将
座
し
て
'
大
正
五
年
に
は
､
二
菌
四
千
順
ま
で
に
達

し
た
が
､
苗

慣
暴
落
の
薦
め
復
た
産
徹
を
減
じ
､
大
正
十
年
に
は
､
六
甘
十
六
噸
に
降
-
死
に
噂
卸
し
て
､
十
二
年
に
は
､
二
常

三
千
嘱
､
十
三
年
に
は
､
二
寓
八
千
噸
､十
四
年
に
は
三
薗
噸
､
十
五
年
p
昭
和
元
年
に
は
四
苗
六
千
噸
に
槍
加
し
た
｡

硫
化
戯
鰻

硫
化
蛾
髄
を
硫
酸
製
造
の
原
料
に
使
用
し
た
の
は
､
明
治
廿
四
㌧
五
年
以
後
の
革
で
硫
酸
肥
料
製
造

の
勃
興
し
た
の
ほ
､
明
治
珊
三
年
境
で
あ
る
従
て
其
頃
か
ら
硫
化
銀
鋸
の
産
額
が
劇
増
し
た
､
明
治
珊
年
の
産
裸
は

麓
に
二
百
蘭
貫
で
あ
っ
た
が
､
四
十
年
に
は
ー
千
五
宵
萌
貫
に
増
加
し
大
草
光
年
に
は
二
千
寓
賞
､
大
正
三
年
に
は

三
千
蘭
賞
に
上
っ
た
が
､
其
後
市
債
の
下
落
だ
北
ハに
減
産
し
､
復
た
大
正
六
年
に
は
'
三
千
二
育
苗
貫
だ
為
-
､
爾

後
十
年
迄
は
三
千
常
賞
を
上
下
し
､
十
二
年
に
は
六
千
嵩
賞
､
十
三
年
に
は
五
千
八
百
七
十
九
歯
質
を
産
し
､
十
五

年
､
昭
和
元
年
に
は

1
億

一
千

一
百
嵩
賞
に
達
し
た
｡

安
質
母
局
線

市
偶
の
昂
低
が
激
甚
な
の
で
､
明
治
十
年
以
衆
産
額
の
槍
減
が
頗
る
甚
し
い
.
十
年
に
は
倭
に
精

晶
三
蔵
斤
な
-
L
が
'
三
十
年
に
は
､
宵
三
十
七
寓
斤
に
上
-
､
大
正
二
年
に
は
､
住
に
二
嵩
五
千
斤
に
減
じ
､
更

に
増
加
し
て
､
大
正
四
年
に
は
ー
千
三
可
寓
斤
豊
五
年
に
は
千
八
百
常
斤
に
上
っ
た
が
市
債
下
落
の
薦
め
'
大
正
七

年
に
は
六
十
五
寓
斤
に
降
-
爾
後
不
振
の
状
況
を
醗
潰
せ
-
0

満
俺
躍

本
願
業
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
､
微
々
ビ
し
て
振
は
や
､
三
十
年
に
は
.
焼
石
四
百
十

1
嵩
貫
を
席
し

四
十
年
に
は
韮
宵
四
十
九
常
賞
に
土
-
1
爾
後
大
正
元
年
迄
減
産
し
ー
其
よ
-
市
債
の
昂
騰
ビ
共
に
ー
年
々
埼
度
し



大
正
五
年
に
は
ー
千
三
可
常
男
に
捜
し
ー
大
正
七
年
に
は
ー
千
五
問
常
賞
に
上
も
し
が
ー
蓮
を
高
頂
,J
L
ー
翌
八
年

に
は
p
頓
に
六
町
十
常
貧
に
下
り
､
九
年
に
は
､
党
に
百
四
十
六
簡
署
に
弥
ち
､
其
後
は
甘
商
業
を
上
下
L
t
大
正

十
三
年
に
は
二
宮
薗
賞
､
十
五
年
昭
利
元
年
に
は
四
百
甫
賞
に
達
し
'
明
治
三
十
年
頃
の
程
度
だ
想

っ
た
U

重
石
銀

翼
石
鯨
か
ら
､
フ
ェ
ロ
ー
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を
作
-
'
主
に
製
鋼
に
用
ひ
ら
る
る
の
で
あ
る
が
'
明
治
四

十
四
年
迄
p
特
に
詑
す

べ
き
ほ
で
の
産
額
は
無
か
つ
た
'
大
正
元
年
に
焼
石
四
笛
五
千
貫
を
度
し
､
其
後
年
々
増
産

し
て
p
四
年
に
は
殆
ん
で
十
番
賞
に
達
し
､
常
時
世
界
大
戦
に
際
L
t
市
債
臥
暴
騰
に
刺
戟
せ
ら
れ
.
大
正
五
年
に

は
､
十
八
菌
罫
､
六
年
に
は
､
約
二
十
常
貫
に
上
っ
た
が
'
共
役
市
個
下
落
の
魚
め
､
漸
次
減
産
L
t
大
正
九
年
に

は
四
嵩

一
千
貫
に
下
-
､
其
後
市
債
沈
滞
の
薦
め
､
産
出
が
数
年
間
無
か
つ
化
が
､
大
正
十
五
年
.
昭
和
元
年
に
は

目
づ
ら
し
-
､
約
四
千
七
宵
罫
の
産
闇
が
あ
っ
た
｡

燐
鍍

明
治
酔
五
年
初
め
て
百
九
十
六
俳
噸
を
産
出

L
t
其
後
年
を
迫
て
増
産
L
t
大
正
元
年
に
は
七
千
八
百
俳

噸
'
式
年
に
は
十

一
嵩
五
千
沸
噸
を
度
し
.
七
年
に
は
十
九
菌
二
千
価
噸
に
連
し
た
が
､
其
後
漸
次
減
産
し
､
大
正

十

-i
年
に
は
'

一
酋
二
千
噸
､
十
二
年
に
は
三
苗
三
千
噸
､
十
三
年
に
は
八
番
五
千
噸
､
十
五
年
p
昭
和
元
年
に二
は

十
番
八
千
噸
お
産
出
し
､
漸
次
復
興
の
趨
勢
竪
ポ
し
た
｡

石
撮

石
炭
錬
業
は
p
東
邦
各
種
錬
業
中
敢
も
罫
要
な
る
も
の
で
､
大
正
十
三
年
本
邦
紙
鮮
度
債
繊
三
億
五
千
常

闇
の
申
石
故
は
約
二
億
四
千
常
闇
で
､
組
偵
相
の
.約
七
割
を
占
め
て
屠
る
p
明
治
初
年
以
妹
､
其
磯
蓮
に
は
､
新
紀

元
を
劃
し
た
年
が
四
回
あ
る
P
第

一
回
は
明
治
甘
四
年
で
'
諾
炭
田
に
於
て
.
大
規
模
の
蟹
業
計
意
を
薯
施
し
､
政

道
其
他
運
汲
設
備

の成
っ
た
年
で
あ
る
'
第
二
回
は
明
治
骨
七
年
で
日
精
戦
役
の
盈
め
.
需
婁
激
槍
の
年
で
あ
る
､

本
邦
桝
粥
の
今
昔

1.(lLI..
fLl

七

九



地

球

約
十
懸

第
三
改

ま

凶

七
六

第
三
回
は
明
治
珊
八
年
で
'
日
露
戦
役
の
篤
め
､
出
炭
の
激
増
し
た
年
で
あ
る
､
痕

四
回
は
大
正
六
年
で
'
政
界
大

戦
乳
の
影
響
を
受
け
'
炭
倍
量
前
の
昂
聡
を
来
し
た
年
で
あ
る
｡

産
額
の
上
に
其
教
展
を
察
す
る
に
､
明
治
十
年
の
産
額
は
､
倭
に
五
十
粥
俳
噸
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
､
二
十
年
に

は
百
七
十
苗
噸
ビ
為
-
.
三
十
年
に
は
五
官
笛
噸
~
珊
五
年
に
は
､
九
百
七
十
寓
噸
.
四
十
年
に
は
'
千
三
百
八
十

寓
噴
､
大
正
元
年
に
は
､
千
九
百
六
十
笛
噸
ビ
蔑
む
.
其
後
年
々
物
産
し
､
大

正
八
年
に
は
三
千
育
苗
噂
に
達
し
た

が
.
其
後
財
界
の
不
況
41J
t
iB
侶
低
落
の
覚
め
'
年
を
逐
て
減
産
し
､
大
正
十
年
に
は
二
千
六
百
常
噸
に
下
つ
た
が

十

一
年
に
は
少
し
-
槍
遷
し
て
､
二
千
七
百
七
十
寓
噸
ビ
籍
-
十
二
年
に
は
.
二
千
入
官
九
十
玉
露
噸
'
十
三
年
に

は
､
三
千
〇
十

一
寓
噸
十
四
年
及
び
十
五
年
'
昭
和
元
年
に
は
共
に
三
千

1
首
寓
噸
を
塵
出
し
た
､
今
後
侍
健
賓
に

増
産
の
趨
勢
に
在
る
も
の
rJ-J
弛
め
ら
る
る
｡

定
検

明
治
珊
五
年
初
め
て
四
菌
体
噸
の
産
出
が
あ
-
'
四
十
年
に
は
､
七
常
噛
､
大
串
刀
年
に
は
､
十
寓
噸
に

達
し
.
共
役
漸
次
槍
産
し
て
'
大
正
八
年
に
は
十
九
嵩
噸
に
達
し
た
が
､
其
後
市
惜
低
落

だ､
財
鼎
不
況
の
薦
め
､

漸
次
減
産
L
t
大
正
十
二
年
に
は
十
五
薗
噸
､
十
三
年
に
は
十
七
寓
七
千
噸
､
十

四
年
に
は
十
六
圏
九
千
噸
､
十
五

年
昭
利
元
年
に
は
十
六
嵩

1
千
喝
を
度
し
'
精
復
興
の
運
に
向
つ
た
｡

石
油

石
油
紙
業
は
､
社
務
需
要
激
増
L
t
且
つ
八
釜
敷
燃
料
問
題
に
射
し
､
賂
凍
頗
る
重
要
な
る
覇
業
で
あ
る

が
､
宵
方
噂
産
に
努
力
す
る
に
も
踊
ら
す
､
崖
顎
の
不
振
;:j,る
は
遺
憾
で
あ
る
､
只
最
近
義
輝
に
憩
富
な
る
噴
油
の

報
告
が
あ
ゎ
､
北
樺
太
新
油
田
の
開
発
が
'
著
々
其
渉
を
進
め
つ
つ
め
る
の
は
､
精
々
人
意
を
弧
-
す
る
に
足
る
｡

維
新
以
兼
斯
業
聴
蓮
の
跡
を
追
跡
す
る
に
ー
明
治
十
年
の
産
街
は
1
億
に

一
欝
石
で
あ
っ
た
が
ー
二
十
庫
に
は
三
常



石
ビ
偽
り
､
三
十
年
に
は
､
二
十
三
筒
石
､
四
十
年
に
は
百
五
十

7
筒
石
t
大
正
捌
年
に
は
ー
二
官
六
十

Li
前
石
に

撞
し
た
が
'
英
が
最
高
の
レ
コ
ー
ド
で
､
共
か
ら
大
正
六
年
迄
､
年
々
二
百
五
十
寓
石
を
上
下
し
た
が
ー
七
年
に
は

二
百
十
凹
筒
石
､
八
年
に
は
百
九
十
六
筒
石
に
下
り
'
十

7
年
に
は
､
百
八
十
筒
石
'
十
二
年
に
は
'
百
五
十
八
寓

石
､
十
三
年
に
は
欠
龍
宮
五
十
八
歯
石
､
十
四
年
に
は
､
宵
六
十
三
筒
石
､
十
五
年
昭
和
元
年
に
は
宵
五
十
寓
石
の

産
出
で
'
大
勢
は
漸
次
減
退
の
傾
向
で
あ
る
｡

硫
策

明
治
十
年
の
透
徹
は
'
魔
に
千
三
甘
俳
噂
で
あ
っ
た
が
'
二
十
年
に
は
'

一
甫
噸
ビ
為

り
､
三
十
年
に
は

一
欝
一二
千
噸
､
四
十
年
に
は
三
苗
三
千
嘱
､
大
正
元
年
に
は
､
五
菌
四
千
噸
'
六
年
に
は
十

山
寓
八
千
噸
に
上
っ
た

が
是
を
最
高

レ
コ

ー
ド
ビ
し
､
翌
七
年
に
は
'
頓
に
六
笛
五
千
噸
に
激
減
し
'
九
年
に
は
乾
に
三
高
九
千
噸
}J
馬
-

十
二
年
に
は
三
寓
六
千
噸
に
減
じ
た
'
市
債
漸
騰
の
食
め
'
十
三
年
に
は
四
寓
七
千
哩
､
十
四
年
十
五
年
に
は
各
々

四
番
七
千
喉
に
増
加
し
た
.

林
部
磯
弟
ノ
今
管

童
虹

七
七


